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第Ⅲ期短期行動計画 平成 29 年度事業報告 

項目 

第Ⅲ

期課

題 

行動計画 実施項目 主担当 
記載

者 
事業名 

連携

先 
頁 

1 

  

協働 

の体

制づ

く 

り 

  

綾 の

照 葉

樹 林

プ ロ

ジ ェ

ク ト

の 推

進 の

た め

の 基

盤 整

備 

１ 協定書を見直し

第Ⅳ期行動計画を作

成する 

① 協定書を延長するとともに必要に応

じて内容の見直しを検討 
全 

局 綾プロ 10 周年の評価（連携） 全 6 

T 
第Ⅳ期短期行動計画の作成

（連携） 
全 7 

２ 森林計画の策定

し、照葉樹林の復元、

地域づくりを推進する 

② 本プロジェクトを規定する森林計画

を策定（ＢＲの審査基準を含む） 
全        

３ 事務局体制を確

立し、安定的な事務

局業務の運営を行う 

① 安定的な財政基盤を確立 全        

② ２名以上の専従の雇用し、事務局業務

運営を行う 
全 

   
 

③ 事務局運営のための事務所の整備 全 T ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事務局運営事業 全 8 

2 

  

照葉 

樹林 

の保 

護 

保護

林の

計画

的・順

応的

保全

管理

を実

施 

１ 保護林の保全管

理計画を策定する 

① 綾森林生態系保護地域の保全管理計

画策定 
国・ＮＪ     

② てるは郷土の森の保全管理計画策定 国・町        

③ 県植物群落参考林の保全管理計画策定 県        

④ 綾川上流緑の回廊モニタリング調査 国     

２ 保全管理計画に

基づき適切な保全管

理を行う 

① 巡視体制の構築 全        

② 管理施設（案内板・標識等）の整備 全 
  

   

③ モニタリング調査 全 町 
ナラ枯れ予防対策後のモニ

タリング調査の実施 
 9 

３ 綾プロエリア

全域の保全管理計画

の策定 

① 横断的な保全管理計画の策定 
国 ・

県・町 

国 
横断的な保全管理計画を策

定(連携) 
全 10 

県 横断的な保全管理計画を策定 国・町 11 

3 

照 葉

樹 林

の 復

元 

照葉

樹林

への

効果

的・効

率的

な復

元を

推進 

１ 効果的・効率的

復元手法を確立する 

① 復元の基本方針（構想）を策定する 国・ＮＪ     

② 復元の手法の確立（復元手法マニュア

ルの作成） 
国・ＮＪ     

２ 計画的な施業を

実施する 

① 計画的な間伐の実施 

（国有林、県有林、町有林） 

国・

県・町 

国 
人工林から照葉樹林への復

元事業 
 12 

県 
人工林から照葉樹林への復

元事業 
 13 

町 
人工林から照葉樹林への復

元事業 
 14 

② 持続的な林業経営を行うエリアにお

ける施業の実施 
国 国 

持続的林業経営における森

林整備 
  15 

③ 復元見本林の設置 国・ＮＪ Ｔ 復元見本林の検討（連携） 全 16 

④鳥獣捕獲の実施 国 国 有害鳥獣捕獲事業  17 

３ 市民のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

の参加を推進する 
① 市民参加型の復元作業の実施 国・ＮＪ 国 

照葉樹林復元ボランティア

作業の実施 
 T 18 

4 

照葉

樹林

の調

査研

究 

照葉

樹林

を適

切に

復元

する

ため

の調

査研

究を

推進

し、復

元に

反映 

１ 効果的・効率的

復元手法を確立する 

 

① 調査研究ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟの設置、運営 国・NJ 
   

 

② 基本方針に基づき調査・研究体制の整

備 
全        

③ 他のワーキンググループ、調査研究機

関との連携 
全     

２ 調査・研究のた

めの基本方針（構想）

を策定し、計画的に

調査を実施する 

① 調査・研究の基本方針（構想）を策定 全        

② 基本方針に基づき毎年度計画的な調

査の実施 
全     

③ 復元に必要なデータの収集と解析 国・NJ 国  
綾森林生態系保護地域の拡

充 
全 19 

３ 復元効果を評価

する調査研究を推進

する 

① 間伐後の復元状況を評価調査実施（国

有林、県有林、町有林） 
国・NJ 

   
 

② データの収集、解析、復元方法へのフ

ィードバック方法の確立 
国・NJ        

４ 人工林等からの

照葉樹林への復元手

法等を検討する 

① 間伐木の処理方法等についての検討 

国・

Ｔ・Ｎ

Ｊ 

  

  

  

  

  

  
 

５ 調査・研究成果

の共有化及びデータ

ーベースを構築する 

① 調査・研究成果の情報発信 全        

② GIS を活用した林小班ごとの復元に必

要な情報の整備 
国・NJ        

③ 調査・研究成果の共有化・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化 国・NJ     



重点事業 綾プロ 10年の評価・第Ⅳ期短期行動計画作成・横断的な保全管理計画の策定・環境教育基本方針の策定 
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第Ⅲ期短期行動計画 平成 29 年度事業報告 

項目 
第Ⅲ期 

課題 
行動計画 実施項目 主担当 

記載

者 
事業名 

連携

先 
頁 

5 

照葉

樹林

を通

して

の環

境教

育 

照葉

樹林

の重

要性

を学

ぶ環

境教

育の

実施 

１  環境教育プログ

ラムを策定、実践 

① 環境教育を実施するための行動計

画を策定 
全  国 

環境教育のための行動計画

を策定（連携） 
全 20 

② 環境教育エリア内の必要な整備計

画を策定 
全        

③ 環境教育プログラムを検討し、試

行的に実施 

国・

町・Ｔ 
Ｔ 

照葉樹林に親しむイベント

の開催（連携） 
全 

21 

④ 環境教育エリア内の環境整備 全        

２ 大吊橋周辺、川中

自然公園の活用方法を

検討、整備を行うとと

もに環境教育を実践す

る 

① 大吊り橋周辺、川中自然公園の環

境教育に関する活用方法の検討 
Ｔ Ｔ ヤマビル生息調査   22 

② 必要なルート整備を実施 県・町 
県 県有林造成事業    13 

T 遊歩道整備ボランティア作業 県 23 

③ 崩壊した九州自然歩道について新

たなルートを検討し、今後の活用方法

について提案 

県        

6 

プロ

ジェ

クト

の情

報発

信 

情報

発信

及び

支援

の輪

の拡

大活

動 

１ 市民や民間企業参

画のためのシステムや

メニューづくりを行

い、プロジェクトを推

進する 

① 綾プロの支援メニューづくり・企業

の支援メニューづくりを検討し、実践 
Ｔ        

② サポーターの募集を行い、会員を

増やす 
全 T 会員情報 全 24 

③ 市民参加型の林床調査を実施する

（国有林、県有林、町有林） 
全 NJ 

市民参加による自然林の復

元調査及び自然林の調査 

国・

町・T 
25 

２ 広く一般にプロジ

ェクトの内容を知って

もらい、会員の拡大を

図る 

① ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ､ﾘｰﾌﾚｯﾄの作成及び配布 全 
   

 

② ﾆｭｰｽﾚﾀｰ、報告書の作成及び配布 全     

③ HP の作成及び更新 全 
国 ホームページ等による情報発信   26 

T 普及啓発事業 
 

27 

④ ファーラム・シンポジウムを実施 町・Ｔ 
   

 

⑤ 事業説明会の実施 全 国 事業説明会の開催 全 28 

３ ガイドボランティ

アを養成し、市民の理

解を深め、てるはの森

の会の会員増加を図る 

① ガイドボランティア事業の実施・

養成 
Ｔ T 

環境学習事業・照葉樹林ガイ

ドボランティア事業の実施 

自然環境ガイド研修事業 

町 29 

② ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱがｶﾞｲﾄﾞを通して市民に綾ﾌﾟﾛを

理解してもらうためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作り 
Ｔ        

４ 森林セラピー基地

としての綾町の取り組

みを通して、会員増加

を図る 

① 森の案内人を通した照葉樹林の新

たな活用方法を検討し森林ｾﾗﾋﾟｰﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑを作成 

町 町 森林セラピー基地整備事業   30 

 
② ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの連携体制についての検討 町・Ｔ 

   
 

7 

照葉

樹林

と共

生し

た地

域づ

くり 

自然

と共

生し

た地

域づ

くり 

１ 市民との協働で実

施する運営体制を構築

し、市民が積極的に綾

プロに参画できるよう

にする 

① 地域づくりワーキングの設置及び

運営 
町・Ｔ T 

地域づくりワーキングの設

置と運営・事業補助 
町 31 

② てるはの森の驛の活用方法を検討

し、それに応じて必要な整備 
町・Ｔ T 照葉大吊橋 森の驛運営事業 町 32 

③ ふれあい調査の実施 
NJ ・

T・町    
 

２ 綾町の他の事業と

の連携のあり方を検討

し、実行計画を策定する 

①活用方法を検討する市民協議会・ワ

ーキングの設置 
町・Ｔ        

②照葉樹林都市・綾の森林ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定 町 町 綾町森林ビジョン策定 
局・

県 
33 

３ 綾ユネスコエコ

パークとの連携による

綾プロを推進する 

① ユネスコエコパークの推進 全 
  

  

② ユネスコエコパークとの連携 全 

国 綾町森林・林業検討会の開催 県・町 34 

町 ユネスコエコパークとの連携 全 35 

NJ 
綾町ﾕﾈｽｺｴｺﾊﾟｰｸ関連の会議出

席。実施計画策定支援 
町 36 

８ 

生物

多様

性の

保全

管理 

生物

多様

性の

保全

管理 

１生物多様性保全のた

めの戦略等を策定する 

① 綾町の里山周辺の植生調査 NJ     

② 生物多様性地域戦略策定～ワーキ

ングの設置及び運営 

NJ・

町・T 
    

③ 生物多様性地域戦略の策定 全     

④ 生物多様性地域戦略の実施 全 町 
綾生物多様性地域戦略 実践

支援事業 
NJ 37 

国は九州森林管理局、県は宮崎県、町は綾町、NJは日本自然保護協会、Tはてるはの森の会の略、全は連携会議各機関 
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事業名 
（連携） 
綾の照葉樹林プロジェクト 10 年の評価 

（継続） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
１－１－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

 

綾プロ 10 年間の活動・施業の成果について、情報の整理も含めた評価・検証を

行い、今後の綾プロでの連携した活動に役立てることを目的として実施。 

 

評価に当たっては「平成 29 年度 綾プロにおける 10 年間の取組及び評価に関する調査業」を、

てるはの森の会が請け負い報告書を作成した。 
調査業務は、（１）復元事業実施箇所における復元状況の整理、（２）10年間の５者の取り組みに

ついてデータの収集・整理を行い、調査結果に基づき綾プロ連絡調整会議及び10年の評価部会にお

いて議論・検証・評価を行い、評価の中で出された考察は第Ⅳ期短期行動計画へ反映した。 
（評価部会の詳細は1-3-③事務局運営の報告を参照） 

 
（報告書抜粋） 
３ 総合評価のとりまとめ 
  ５つの評価の枠組みに対する総合評価を以下にまとめた。 
 
 自然分野については、復元された状態や 
生物多様性が高まっていると判断する基準 
が明確ではなかったため、総合評価を見送 
った。社会分野については綾プロ中長期目 
標と対応して評価できるものは参考にし、 
対応できなかったものは評価部会での意見 
交換をもとに総合評価をおこなった。なお、 
評価基準については以下を判断基準にした。 
 
● 評価のランク 
Ａ：極めて高い 全ての各評価指標において極め 
て高い評価結果であり、かつ戦略的に創意工夫を 
こらした活動がおこなわれていた。 
Ｂ：高い ほぼ全ての各評価指標において高い評 
価結果であった 
Ｃ：ある程度高い 多くの各評価指標において高 
い評価結果であった 
Ｄ：高いとはいえない 多くの各評価指標におい 
て高い評価結果ではなかった 
 
 
 
 

分野 評価の枠組み／指標 総合評価
１　復元の度合い　目標：人工林を照葉樹林に誘導する
　①人工林を間伐した林小班の総面積
　②復元の度合いの基準が定められている
２　生物多様性の高まり　目標：全体的に多様性が高まっている
　①シカ食害の影響の確認
　②常緑種が何種類あったか
３　社会的な広がり　目標：多くの人が関心をもって参加している
　①綾の森に関する視察・観光・学習対応
　②ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰの数、広がり
　③新聞・メディアでの露出数
　④論文、寄稿、講演、表彰の数
　⑤綾プロ主催イベントの件数と市民の参加者数
　⑥てるはの森の会会員数
４　協働関係の機能性　目標：役割分担ができてﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが健全
に運営されている
　①綾プロ運営に必要な会議等を開催した回数
　②上記会議等の各者担当者数
　③協働で実施するｲﾍﾞﾝﾄの件数と各者のスタッフ数
５　運営の持続性　目標：綾プロの持続的な運営がされている
　①各者の年間予算
　②綾プロ負担金
　③会費、寄付金

自然分野

社会分野

―

―

Ｃ

Ｃ

Ｄ
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事業名 

（連携） 

第Ⅳ期短期行動計画の作成（新規） 

 

実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画- 

実施項目 
１-１-① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

  

第Ⅲ期短期行動計画の評価と綾プロ 10 年の評価をもとに第Ⅳ期短期行動計画

を策定する 

 

〇 策定までの経緯 

 第Ⅲ期短期行動計画作成と綾プロ10年の評価を取り組むに当たり、評価部会を3回開催し担当者

間で検討を重ねた。調整会議での確認を経て第27回綾プロ連携会議にて大筋承認、軽微な変更を次

回連絡調整会議で確認し策定に至った。 

平成29年11月10日 第1回評価部会 評価部会担当者数 

・ 九州森林管理局3名 

・ 宮崎森林管理署綾森林事務所1名 

・宮崎県2名 

・綾町1名 

・日本自然保護協会1名 

・てるはの森の会3名 

・学識経験者1名 

    12月15日 第2回評価部会 

平成30年1月24日 第3回評価部会 

 第9回綾プロ連絡調整会議 

    2月13日 第10回綾プロ連絡調整会議 

 第27回綾プロ連携会議 

    3月23日 第11回綾プロ連絡調整会議 

 

〇 第Ⅲ期短期行動計画の評価 

 

・第Ⅲ期の期間中に各者が取り組んだ事業を各自でA,B,Cの3段階で評価。 

A：十分な成果が得られた 

B：ある程度の成果が得られた 

C：十分な成果を得られなかった 

・A＝3点、B＝2点、C＝1点として各項目の合計点数を事業数でわって平均を算出し、 

8項目ごとにA,B,C3段階の総合評価を出した。 

   2.34≦A≦3、1.66＜B＜2.34、1≦C≦1.66 

 ・A,B,C3段階評価に加え、各項目ごとに今後の課題や改善提案を出した 

※第Ⅲ期短期行動計画の評価について、詳細は38頁を参照 

 

〇 第Ⅳ期短期行動計画の策定 

 

・第Ⅲ期の総合評価・課題・提案に加え綾プロ10年の評価からまとめられた提案をもとに 

第Ⅳ期の課題や行動計画、実施項目の大幅な整理をおこなった。 

・第Ⅳ期より期間中の重点目標を明確にすることになった。 

  重点目標：新たな復元手法を検討し、施行する 

・第Ⅳ期の重要行動計画 

  中長期目標・目標設定の見直し 

  運営体制の見直し 

  シカ被害対策を含む効果的・効率的な復元手法を確立する 

  協働した調査・研究の体制を構築する 
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事業名 プロジェクト事務局運営事業(継続) 実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画

-実施項目 
１－３－③ 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） 

関係機関との調整、問合せ対応、事業の企画運営などを行なう。 

年 2回開催の連携会議、月 1回開催の連絡調整会議の連絡調整、資料作成等の

準備を行う。 

  

各機関担当者の数  

※連携会議名簿による 

九州森林管理局 3 

宮崎森林管理署 2 

宮崎県 3 

綾町 3 

日本自然保護協会 2 

てるはの森の会 5 

学識経験者 1 

○連携会議 

回数 日時 主な議題 

26 8月 3日 平成 28年度の事業報告、平成 29年度の事業計画 

綾プロの運営について 

27 2月 13日 平成 29年度の事業取組状況、綾プロ 10年の評価について 

第Ⅳ期短期行動計画について 

(報告)保護林制度改革における綾プロエリア検討状況、 

平成 30年度調整会議運営の確認 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○連絡調整会議 

回数 日時 主な議題 

1 4月 25日 
綾・照葉樹林ロングウォーキングについて 

第 26回綾プロ連携会議について 

2 5月 19日 綾・照葉樹林ロングウォーキングについて 

3 6月 29日 第 26回綾プロ連携会議について 

4 8月 3日 第 26回綾プロ連携会議について 

5 9月 27日 
第Ⅳ期短期行動計画について 

11月間伐ボランティアについて 

6 
10月 20

日 

11月間伐ボランティアについて 

第Ⅲ期短期行動計画の評価と 10年の評価について 

平成 29年度 綾プロ事業全体目標について 

7 
11月 10

日 

11月間伐ボランティアについて 

綾森林生態系保護地域の拡充（案）について 

綾プロ事業説明会について 

8 
12月 15

日 

綾プロ事業説明会について 

2月間伐ボランティアについて、第 27回連携会議について 

9 1月 24日 
綾プロ事業説明会について、第 27回連携会議について 

2月間伐ボランティアについて 

10 2月 13日 第 27回連携会議について、2月間伐ボランティアについて 

11 3月 23日 第Ⅳ期短期行動計画について、5月ﾛﾝｸﾞｳｫｰｸについて 

 
 

各機関担当者の数  

九州森林管理局 3 

宮崎森林管理署 2 

綾森林事務所 1 

宮崎県 2 

綾町 4 

日本自然保護協会 1 

てるはの森の会(事務局) 3 

学識経験者 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※平成 28 年度より調整会議の司会と議事録を

5 者の輪番制でおこなうことになった。以下、

方針の抜粋。 

 ・レジメの作成・印刷は、事務局（てるは） 

・議事録当番は議事録を 5者に回す 

（日本自然保護協会は司会だけの分担） 

・連携会議の議事録は九州森林管理局 

 

各機関担当者の数  

九州森林管理局 3 

綾森林事務所 1 

宮崎県 2 

綾町 1 

日本自然保護協会 1 

てるはの森の会(事務局) 3 

学識経験者 1 

 

○作業部会…評価部会（綾プロ 10年の評価と第Ⅲ期行動計画の評価、 
第Ⅳ期短期行動計画の検討を実施） 

回数 日時 主な議題 

1 11月 10日 評価基準の確認 

2 12月 15日 評価・考察の検討 

3 1月 24日 考察・第Ⅳ期への提案検討 
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事業名 
ナラ枯れ予防対策後のモニタリング調査の

実施（継続） 
実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
２－２－③ 連携先  

 

事業概要 

（目的） 
 綾プロエリア内の国有林で、ナラ枯れ防止のための薬剤注入後のモニタリン

グ調査を実施。 

 

4月11日、6月14日、7月6日に国有林内の巨木に薬剤注入作業を実施。シイやカシなど6種類の

樹木合計53本に注入。継続的な経過観察では完全な枯死は確認されていない。 
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事業名 
（連携） 

横断的な保全管理計画を策定（継続） 

 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
２－３－① 連携先 連絡会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

  

綾の照葉樹林プロジェクトエリア全域の保全管理計画の策定 

 
平成27年度に、国有林エリアにおける「管理計画書（案）」を作成し、平成28年度から綾プロ全体

（町有林・県有林・国有林）での保全管理計画書を策定するため調整を進めてきたところであるが

策定には至っていないところ、今後、綾プロ内での調整を行い平成30年度内の策定に向け取り組む。 
 
 

  



2 項目：照葉樹林の保護 

11 

事業名 

 

横断的な保全管理計画を策定 

（継続） 

 

実施主体 宮崎県 

項目-行動計画- 

実施項目 
２－３－① 連携先 

九州森林管理局 

綾町 

 

事業概要 

（目的） 

  

綾の照葉樹林プロジェクトエリア全域の保全管理計画の策定するため、九州森

林管理局が策定する保全管理計画に宮崎県の計画を組み込み、計画を策定す

る。 

 

宮崎県は、随時、国、町と調整しながら、九州森林管理局が策定した「保全管理計画書（案）」に

県有林の管理計画を組み込み、綾プロエリアにおける県有林の各エリアの施業の方向性を示した。 

なお、間伐や主伐などの施業を実施するエリアでの取り扱いは、第１０次県営林経営計画書によっ

て実施している。 
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事業名 人工林から照葉樹林への復元事業 

（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－２－① 連携先  

 

事業概要 

（目的） 

綾の照葉樹林プロジェクト復元エリアの国有林内において、人工林を照葉樹林

に復元するための間伐作業等を実施した。  

 
綾の照葉樹林プロジェクト復元エリアの作業内容 
 
○ エリア③、⑤  復元エリアのスギ・ヒノキ人工林を抜き切りし、かつての照葉樹林へ 

復元する作業を実施。 
 
 

間伐面積：５２．４５ha（２１３５に外１９） 
 
 
 

間伐状況（２１３５林班） 
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事業名 人工林から照葉樹林への復元事業（継続） 
県有林造成事業 実施主体 宮崎県 

項目-行動計画- 

実施項目 

３－２－① 

５－２－② 
連携先  

 

事業概要 

（目的） 
 針・広混交林化を進めるエリア等において、スギ人工林の間伐を実施す

る。また、森林環境教育・保健休養的利用を図るとともに、人工林の針・広

混交林化を進めるエリアにおいて、獣害防除を実施する。 

※短期行動計画の内容に重複する部分があることから、２項目の事業報告をまとめて行う。 
 
１ 間伐（列状間伐） 
 
 針・広混交林化を進めるエリア（２８林班）において、１０．９３ｈａの間伐を実施予定であっ

たが、入札不落により、実施できなかった。 
 平成３０年度に、早期発注するなど、再度、同箇所で間伐を実施する予定。 
 
 
２ 獣害防除（忌避剤散布） 
 

(１)  場 所  ２５世紀の森（カヤとスギの複層林） 
 

(２)  面 積  ３．２３ｈａ 
 

(３)  時 期  １０月～３月 
 

   
 忌避剤散布             カヤ植生状況 
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事業名 人工林から照葉樹林への復元事業（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－２－① 連携先  

 

事業概要 

（目的）  綾プロエリア内町有林の保護、復元に伴う作業の検討及び検証 

 

 綾町総務課（消防管財係）・農林振興課・ユネスコエコパーク推進室とで、今後の管理方法について

協議を行い、復元エリア及び復元見本林の位置を確認した。復元事業対象は、既存の百ヶ倉町有林

に加えて大口町有林の3林班および4林班の東側。今後の管理方法については、町有林の間伐は一

通り終わっているため、次の間伐の時期に再度、復元に向けての間伐を行う予定。 
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事業名 持続的林業経営エリアにおける森林整備 

（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－２－② 連携先  

 

事業概要 

（目的） 

綾の照葉樹林プロジェクトの持続的林業経営エリアにおいて、水土保全機能を

高めるための保育間伐等を実施した。  

 
綾の照葉樹林プロジェクト持続的林業経営エリア作業内容 

 
○ エリア⑪  水土保全機能を高めるための保育間伐作業を実施 

 
 

間伐面積：４０．６５ha（２１０３ろ外４） 
 
 

間伐状況（２１０３林班） 
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事業名 復元見本林の検討（継続） 
実施主体 てるはの森の会 

連携先 連携会議各機関 項目-行動計画-

実施項目 
３－２－③ 

 

事業概要 

（目的） 

綾の照葉樹林プロジェクトが照葉樹林の復元に向けて進める取組の成果を評価

し、課題や問題点からよりよい復元の取り組みを進め、また広く取り組みの状況

を見学できる場を設置することを目的としている。 

 

 

平成28年度の視察結果や綾プロ10年の評価自然分野における調査プロット設定結果等をもとに、

復元エリアに限定せず以下の設置基準をもとに設置箇所を検討している。 

 

（１）設置基準 

 国有林、県有林、町有林それぞれに見本林を設置するよう検討中。 

設置する基準は、 

①復元または針・広混交林化がある程度進んでおり、アクセスがよい 

②施業方法やモニタリング方法の比較ができる 

③優先度区分マップを考慮する（国有林） 

 

（２）設置個所 

①国有林  

（既存）エリア５（復元エリア）3カ所（２１４２い 8：齢級の低いボランティア用見本林） 

（２１３６へ：齢級の高い事業体用見本林） 

（２１３５い：齢級の高い事業体用見本林） 

（新規）エリア２（保護エリア）２カ所（２０４５よ）川中ボランティア間伐地  

                   ボランティア間伐後、シカ柵設置して復元状況確認 

                  （２０９１る）大森岳林道事業間伐地 

                   事業体による列状間伐地 

    エリア９（環境教育エリア）2カ所（２０４９わ１）多古羅ボランティア間伐地 

                   見本林設置時点である程度混交林化が進んでいる 

                    （２０５０ほ２）多古羅事業間伐地 

                   スギ一斉林から請負事業体による列状間伐後木材搬出 
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事業名 綾プロエリア等における有害鳥獣捕獲 

（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－２－④ 連携先  

 

事業概要 

（目的） 

綾南林道沿いにおいて、森林生態系等に係る鳥獣被害防止を目的に森林保全

再生整備事業として鳥獣の誘引捕獲事業を実施した。  

 
森林保全再生整備に係る鳥獣の誘引捕獲事業の作業内容 

 
 綾南林道沿いにおいて、くくり罠を適宜設置し、一時的な餌付けによりニホンジカを誘引し捕獲

する作業を繰り返し実施した。 
 
捕獲頭数：７４頭 
 

誘引捕獲実施状況（柚園国有林２０４８林班） 
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事業名 
照葉樹林復元ボランティア間伐作業の実施 

（継続）  
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－３－① 連携先 てるはの森の会 

 

事業概要 

（目的） 

  

柚園国有林において、照葉樹林復元のための間伐作業を実施 

 

 平成 17 年の協定締結以来、一般企業、学生、NPO、綾町民、一般市民等様々なボラ

ンティアが参加し、照葉樹林への復元を図るための間伐作業を実施している。 

平成 29 年度は 2 回のボランティア間伐作業を実施した。 

第１回目の作業は、11月 11 日に宮崎県小林市須木の柚園国有林 2049 わ 1 林小班において、

昨年度に引き続きソーラーフロンティア株式会社の社員及び家族 27 人が参加し、間伐木の伐倒

作業を実施。 

第 2 回目の作業は、2 月 14 日に同じく柚園国有林 2049 わ 1 林小班において実施し、大和ハ

ウス工業株式会社の社員及び一般参加者のボランティア等 19 人が参加し、間伐木の伐倒、伐倒

木の玉切り、枝打ち作業を実施した。 

参加者の中には、立木を伐るのも初めて、鋸を使うのも初めてという方もいて、受け口・追

い口切りに息を切らせ悪戦苦闘しながらも、仲間や家族と楽しみながら作業を行い、木が倒れ

たときの迫力に拍手や歓声が上がっていた。 

作業を終えた参加者からは、「きつかったが楽しかった」「間伐をするとこんなに林内が明

るくなるんですね」「こんなイベントがあるなんて、宮崎は素敵なところですね」などの声が

聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スタッフ数 11 月間伐 2 月間伐 

九州森林管理局 4 3 

宮崎森林管理署 8 7 

綾町 2 2 

日本自然保護協会 1 1 

てるはの森の会 3 2 
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事業名 綾森林生態系保護地域の拡充（新規） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
４－２－③ 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

  保護林制度の改正において、てるは郷土の森が保護林区分から外れることか

ら、隣接する綾森林生態系保護地域へ統合するため、委託事業により森林基礎調

査を実施するとともに、保護林拡充案を作成し九州森林管理局での保護林管理委

員会で検討する。 

 
 綾森林生態系保護地域に隣接する「てるは郷土の森」は地域の振興に寄与することを目的に

綾照葉樹林プロジェクトの立ち上げと合わせ平成17年度に保護林に設定された。 
 しかし、平成27年9月の保護林制度の改正により、保護林区分から外れることとなり、九州森

林管理局では隣接する綾森林生態系保護地域への統合の可能性について検討を行ってきた。 
 平成29年度には、保護林設定及び拡張等に係る検討のための基礎資料を作成することを目的

に森林基礎調査業務を委託、調査結果等に基づき九州森林管理局保護林管理委員会において検

討が行われ、平成30年2月の第5回保護林管理委員会において承認され、「てるは郷土の森」を含

む綾森林生態系保護地域の拡充を行った。 
 
【綾森林生態系保護地域】 全体面積   旧1167.47ha → 新1485.30ha 
             保存地区   旧493.47ha → 新684.85ha 
             保全利用地区 旧674.00ha → 新800.45ha 

 

綾森林生態系保護地域 
面積：1485.30ha 

綾森林生態系保護地域 
(旧てるは郷土の森) 

拡充後の 
綾森林生態系保護地域図 
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事業名 環境教育のための行動計画を策定 
（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
５－１－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

  

環境教育エリアの活用、また、環境教育実践のための基本方針を綾プロ内で決定

する。 

 
平成26年12月に中間取りまとめを行い、その後調整を進めてきたところであるが、最終的な基本方

針の取りまとめが出来ていないことから、環境教育エリアや活動の見直しも含め、調整しながら策

定に向け継続して取り組む。 
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事業名 
照葉樹林に親しむイベントの開催 

（継続） 

実施主体 てるはの森の会 

連携先 連携会議各機関 項目-行動計画-実施

項目 
５－１－③ 

 

事業概要 

（目的） 

町民を対象に、照葉樹林に親しむ散策や体験等を企画し、綾プロへの理解を深める 

 

活動報告 
    

事業名 第 2 回 綾・照葉樹林ロングウォーキング 
 

 
実施日 2017 年 5 月 20 日（土）8：30～13：30（上畑公民館集合） 

 
実施場所 県道 26 号線（吊橋～上畑公民館） 

 
参加人数 参加者 14 名、スタッフ 16 名 

   
ガイド 河野耕三、河野円樹、朱宮丈晴 

 
主催 綾の照葉樹林プロジェクト推進協議会 

予算 
参加費 1000 円/人＋てるはの森の会負担 

※上畑お土産(塩・唐揚げ)付き  

 

 

 

アンケート集計結果 抜粋（14人のうち12人回収） 

 
 

 

 
                         ※複数回答可 

 

4．一番印象に残ったこと 5．感想や要望 
・スッポンの愛らしい目元。緑したたる木々の間を

わたってくる風の爽やかさ 

・森のモコモコの樹木と青空が美しかった 

・山上のおやしろ 

・これから先、照葉樹林をいかに育てていくか 

・説明が大変丁寧で良く分かった。 

・いつも見れない花をいくつか見れた 

・千尋の滝がマイナスイオン豊富ですごくよかった 

・古道  ・色々な人と話せたこと 

・別のグループはオオルリに出逢えたとか！私も逢いたかった。帰宅

後二日間は筋肉痛でした。 

・秋の森も散策予定お願いします 

・日本全国で木を守っていくこと 

・いい運動になりました 

・案じていますこの体ながらあたたかい励ましと笑顔をいただき次回

を楽しみに過ごしたい。 

・昔のトロッコ道を再生しウォーキングに町づくりに活用できたらい

いですネ 

・河野先生が色々説明してくださり理解できないまでも楽しかった 
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事業名 ヤマビル生息調査（新規） 

 実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画- 

実施項目 
５－２－① 連携先  

 

事業概要 

（目的） 

 川中周辺での環境教育を進めるために、阻害要因となっているヤマビル対策を

実施する 

 

ヤマビル生息数やセンサーカメラによる媒介動物の調査を7カ所16回調査した。またヤマビルの

DNAを70個体分析し宿主を調査した。綾地域では調査地すべてで約50％の確率で人が媒介動物であ

ることがわかった。 
また奥山だけでなく隣接する居住区域でも日常生活や農作業中にヤマビルの目撃・吸血被害がおき

ていることがわかったため、住民の協力を得て被害状況と野生動物との関連を調査することを目的

としたアンケート調査を実施し106枚回答を得た。DNA分析の結果と合わせ人の吸血被害対策が重

要であることが明らかに。 
 
 

 
地面に息を吹きかけてヤマビル調査をする   センサーカメラの設置 
 
※照葉樹林だより51号にある調査報告を参照 
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事業名 遊歩道整備ボランティア作業（継続） 実施主体 てるはの森の会 

項目－行動計画－

実施事項 
5－2－② 連携先 宮崎県 

 

事業概要 

（目的） 
照葉大吊橋付近の県有林大口遊歩道を整備し、新たな散策ルートとして活用す

る。 

 

【歩道の荒廃確認と整備】 
◆実施日：11月 21日（火）、3月 6日（火）、3月 12日（月） 

 参加者：それぞれ 4名、2名、3名参加  
 その他：遊歩道の通行確認と枝落とし  
 
 
 
 
【ガイド案内】 
◆実施日：3月 16日（金） 

 参加者：26名参加 

その他：大吊橋遊歩道と大口遊歩道を組み合わせたコースを案内する予定であったが、 

雨天により大口遊歩道はカットした。 
 
 
【展望ポイントの整備】 
◆実施日：3 月 16 日（金） 
 参加者：8 名 
 その他：宮崎県に整備申請、許可を得て展望ポイントのスギ間伐等をおこなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 板木林道からの眺め 間伐前           間伐後   展望ポイント     間伐後 
 
 
【パンフレットの改定】 
 増刷するにあたり、紹介文やコース図等を見直し修正をおこなった。 
 

3/12 コース女装、整備、コースタイム

の測定を実施 
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事業名 会員情報（継続） 実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-

実施項目 
６－１－② 連携先 全 

 

事業概要 

（目的） 

  

官民協働プロジェクトを推進するため、市民参加の窓口としててるはの森の会会員

へ入会を募集するほか、賛同者の寄付による参加を募集する。 

 
○正会員数  ：Ｈ30.4.1現在 
  10名（内、理事4名） 
 
○賛助会員数：Ｈ30.4.1現在 

    個人サポート会員 125件  
    法人サポート会員   26件 
    団体サポート会員    9件 

 
○会費収入：539,000円 

 
○寄付金収入：177,681円 

          
10 周年寄付ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 97,000  

イベント等募金・ 

その他寄付 
65,439  

てるは大吊橋募金箱 15,242  

  
 

計 177,681  

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
【10周年寄付キャンペーン内訳】総額532,500円 
 ◎寄付額：1万円未満 
 ・会員 40名 90,000円 
 ・非会員31名 40,000円 
 
 ◎寄付額：1万円以上 
 ・会員 22名362,500円 
 ・非会員 4名 40,000円 
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事業名 
市民参加による自然林の復元調査 

及び自然林の調査 

（継続） 
実施主体 ＮＡＣＳ－Ｊ 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－１－③ 連携先 

綾町、てるはの森の

会、九州森林管理

局、宮崎県 
 

事業概要 

（目的） 

 綾プロエリア内の間伐事業実施後の林床植生の組成や構造を明らかにすること

（国有林、県有林）、参加した市民に復元の状態を知ってもらいプロジェクトに関心

を持ってもらうことを目的する。 

国有林における市民参加の林床植生調査の実施 

今年度は 2017年 11月 11日に多古羅川沿いの国有林 2050わ 1林小班において 4名で調査を実施

した（図２）。当日ボランティアによる間伐作業が行われ、間伐作業終了後に調査を実施した。2018

年 2月 15日は川中神社の奥の国有林 2045に林小班において調査を実施した。当日は平日で天気も

悪かったため 5名が参加し調査を実施した。この場所は第 2回（2007年 11月 16日）と第 13回（2012

年 11月 23日）調査を実施しており過去のデータとの比較が可能である。その結果、間伐後も常緑

広葉樹の侵入は見られたが、実生が定着し成長することはなかった。ただし、イスノキ、イヌガシ、

コジイ、シロダモ、ユズリハなどニホンジカの影響が少ない種群だけが成長し、常緑高木種の相対

優占度が増していた。 

 

表１ 生活形ごとの相対優占度（%）の変化（国有林） 

2012年 2018年 2006年 2012年 2018年
針葉樹 7.90 10.91 25 60 67
常緑高木種 14.78 52.00 41 32 54
常緑低木種 41.47 25.09 152 234 286
落葉高木種 1.84 1.09 130 32 5
落葉低木種 1.46 2.91 31 33 4
シダ植物 25.85 5.82 0 11 4
草本植物 3.49 0.36 0 112 1
ツル植物 2.88 1.82 22 114 8
不明 0.33 0.00
合計 100.00 100.00 401 628 429

個体数相対優占度（%）
種名

 
 

 

写真１  2007年 11 月 16 日（左）と 2018年 2月 15日に実施された林床調査のようす 

  
 

 さｈし 
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事業名 
ホームページ等による情報発信 

（継続） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－２－③ 連携先  

 

事業概要 

（目的） 

 

綾の照葉樹林プロジェクトでの取組について、局ホームページ等に掲載し広く情

報を発信する。 

 

○九州森林管理局のホームページに平成29年度までの各種取り組みについて掲載し、情報を発信し

た。 

http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/aya/torikumi.html 

 

○九州森林管理局で発行している広報誌「広報九州」にも、各種会議、イベント等を掲載し、情報

発信した。 

http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/koho/koho_si/koho_kyusyu/index.html 

 

【九州森林管理局ＨＰ】            【九州森林管理局 広報誌 広報九州】 

  

http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/aya/torikumi.html
http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/koho/koho_si/koho_kyusyu/index.html
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事業名 普及啓発事業（継続） 
実施主

体 
てるはの森の会 

項目-行動計画

-実施項目 
６－２－③ 連携先 全 

 

事業概要 

（目的） 

ホームページの更新やニュースレターの発行、イベントでの展示ブース出展等の広

報活動を行なう。 

ホームページ上にて報告書を掲載。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

3 月 14 日 水 和歌山大学 観光学部 1 名 

 
 
 ○広報（計 2 回） 

8 月 11 日 金 山の日ガイド現地受付  ブース出展 

12 月 3 日 日 照葉樹林文化シンポジウム 販売&パネル展示 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○てるはの森の会のホームページ    
 http://teruhanomori.com/ 
 

○てるはの森の会 facebook での情報発信 
 
○視察対応（計 1 回 1名） 
 
 
 
〇取材（計 1回） 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

食旅スポット綾町特集 

綾の照葉樹林プロジェクト 

～てるはの森の会～/inSeason 

 
 
 

○広報誌「照葉樹林だより」の発行 
・平成 29 年 8 月 31 日発行  
研究「この 10 年間で照葉樹林はどのくらい復元したか？」 
・平成 30 年 1 月 1 日発行  ※9 月・12 月合併号 
研究「綾プロエリアのブナ林と温暖化の影響」 
   「綾地域の国有林におけるシカ被害対策」 

「綾町の人と自然のふれあい調査の可能性」 
・平成 30 年 4 月 31 日発行  
 研究「全国に拡がるヤマビルの吸血被害」 

「2017 年度 宮崎県綾町のヤマビル調査結果」 
「ヤマビルに吸血されているのは誰？」 

 

 

出展ブースとガイド参加者募集 
（8 月 11 日） 
  

パンフレットの配布や活動パネルを展示 
（12 月 3 日） 
  

http://teruhanomori.com/�
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事業名 

 

事業説明会の開催（継続） 

 

実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－２－⑤ 連携先 連絡会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

  

綾町町民等を対象に事業説明会を開催し、各機関での取組を説明する。 

 

綾町民を対象に毎年開催している綾プロの事業説明会を、2月 11 日に綾町公民館ホールで開

催された「綾町公民館大会」に合わせて実施した。 

当日は、大会に参加した綾町民など512名に対し、宮崎森林管理署職員より「市民と協働した

多様な森づくり」と題して、綾の照葉樹林プロジェクトの経過報告及び今後の取組の方向性に

ついて説明を行った。 
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事業名 

環境学習事業 

照葉樹林ガイドボランティア事業補助（継続） 

自然環境ガイド研修事業（新規） 

実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-

実施項目 
６－３－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

大吊橋周辺遊歩道などで照葉樹林の貴重さや綾プロを普及させるため、照葉

樹林ガイドボランティア実践活動やプロジェクトの視察対応、広報活動を行う。 

① 照葉樹林ガイドボランティア実践活動 

代表的景勝地大吊り橋周辺遊歩道2㎞等をボランティアガイドの案内で散策する。                       

参加者合計 17回 366名 

実施月 実施回数 参加者数 実施月 実施回数 参加者数 実施月 実施回数 参加者数 

4 月 なし － 8 月 1 回 4 名 12 月 なし － 

5 月 4 回 102名 9 月 2 回 40 名 1 月 なし － 

6 月 2 回 56 名 10 月 4 回 83 名 2 月 1 回 1 名 

7 月 なし － 11 月 なし - 3 月 3 回 80 名 

                  ※川中でのガイド・環境教育計1回50名を含む 

 

②照葉樹林ガイド スキルアップ研修 

  大吊橋遊歩道にて地質地形の研修講座を実施した。講師：後藤繁俊氏 

  

 

 

 

 

 

 

 

③自然環境ガイド研修事業 

  綾町の委託を受け実施。対象者は森林セラピーガイド、照葉樹林ガイド、綾里ガイド等。 

  （計2回延べ29名参加） 

 講座名(仮)/講師 日程 

第 1回  『綾町の地質・地形について』 
講師：後藤 繁俊氏（NPOみやざき技術士の会） 

参加者 14名、スタッフ 1名 

1月 28日(日) 10：00～12：00 
野首谷遊歩道、綾町役場会議室  

第 2回 『救命入門・応急手当基礎講習』 

（心肺蘇生法・AEDの使用方法、止血法・搬送法、など） 
 講師：応急手当研修センター 

参加者 12名、スタッフ 2名 

  

2月 20日(火) 10：00～11：30 
 綾町教育委員会 
高年者研修センター 

 

 

 

 

 

 

 

  ※その他、綾里ガイド研修2コース延べ2回、コース整備2回実施 

 

 



6項目：プロジェクトの情報発信 

30 

 

事業名 森林セラピー基地整備事業（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－４－① 連携先  

 

事業概要 

（目的）  森林セラピー等のコースの整備を行う。  

 

① 森林セラピーガイド 

森林セラピーガイドを 2回、16人に対して実施した（※台風による中止が 4～5回あった）。 

現在ガイドは 18人が登録している。なお、川中トイレおよび歩道整備を 5回実施した。 

 

② 森林セラピー関係機関会議 

〇全国ネットワーク会議 

 会員 51団体   

    ・総会（東京） 7月 18日（火）・19日（水） 

    ・中央研修会（福岡県篠栗町） 10月 13日（金）・14日（土） 

〇九州・沖縄ネットワーク会議 

  会員 11団体 

・総会(鹿児島県霧島市） 5月 15日（月）・16日（火） 

・担当者会（基地持ち回り） 3回 

 4月 20日（木）・21日（金） 熊本県水上村 

 8月 28日（月）・29日（火） 福岡県八女市 

 1月 22日（月）・23日（火） 福岡県うきは市 

・イベント 

 第 2回夏山フェスタ in福岡（山の日にちなんだイベント） 

 6月 24（土）・25(日) 

 

③ コース等整備 

新規コース設定なし。夏場や台風シーズン等、町内業者にコースの巡回と補修箇所があれ

ば補修をお願いしている。 
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事業名 地域づくりワーキングの設置と運営 
事業補助（継続） 

実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-
実施項目 ７－１－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

地域づくりＷＧは、綾プロジェクトの推進体制や当プロジェクトを活用した地域振興

等に関する事項を検討し、住民参加を促すことを目的とする。 

綾町エコパークアンケート調査を小中学生とその保護者対象に実施することを提案し根岸委員に

より実施された。祖母・傾・大崩ユネスコエコパークに登録された大分県竹田市の祖母山登山口の

市民グループや竹田市街地の街づくり関係者を視察し交流した。ひゃらひゃーつウォークの春のイ

ベントを雛山まつりに合わせておこなった。宮原コースについては、一部荒廃道があるためルート

の見直しが必要である状況で本年度のイベントは実施しなかった。マップ増刷にあたり修正箇所の

確認をした他、英訳・中国語訳をするよう提案した。ヤマビルの生態や綾町内での生息状況の学習

会に参加し、綾町とヤマビル、シカの関係等を学んだ。 

 

ワーキング委員会実施スケジュール 

 日 程 委 員 会 の 内 容 参加数 

1 Ｈ29.6月 13日(火)    19：00～21：00 1． 平成 29 年度 ワーキング委員メンバーについて 
2．平成 29 年度 活動計画（案）について 

11名 

2 Ｈ29.7月 20日(木)    18：30～20：00 1．ヤマビル調査隊 学習会への参加 9名 

３ Ｈ29.9月 6日(水)    19：00～21：00 1． 竹田市視察について 9名 

ｵﾌﾞ 3 

４ Ｈ29.10月 11日(水)    19：00～20：30 1．竹田市視察について 
2．ヤマビル調査について 
3．ひゃらひゃーつウォークマップ修正について 

9名 

ｵﾌﾞ 1 

５ Ｈ29.11月 28日(火)    1．行事の日程について 
2．ひゃらひゃーつウォークについて 
3．今後の活動について 

9名 

6 Ｈ29.12月 19日(火)    18：00～19：00 1．竹田市視察の日程について 
2．ひゃらひゃーつウォークについて 

11名 

 

7 Ｈ30. 2月 22日（木) 

18：30～20：00 

1．ひゃらひゃーつウォークについて 
2．竹田市視察について 
3．H29 年度ヤマビル調査活動報告 

8名 

 
その他事業実施スケジュール 
 日 程 事 業 内 容 参加数 

1 Ｈ30.3月 18.19日（日・月） 視察「祖母・傾・大崩ユネスコエコパークに登録された 

大分県竹田市」 
9名 

2 Ｈ30.3月 4日(日)    8：30～12：00 綾ひゃらひゃーつウォーク春のイベント錦原・綾城コース 12名 

3 Ｈ30.3月 4日(日)    8：30～11：30 綾ひゃらひゃーつウォークイベント上畑コース 16名 

地域づくりワーキンググループメンバー 
ワーキング委員 11名、綾町 1名、てるはの森の会 3名 
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事業名 照葉大吊橋森の驛運営事業（継続）  実施主体 てるはの森の会・ 

項目-行動計画

-実施項目 
７－１－② 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

照葉大吊橋食堂跡地において、「てるは森の驛」（1F：無料休憩所、照葉樹林に

関するビデオコーナーやパネル等を展示、2Ｆ：木のおもちゃで遊べる木育体験

コーナー、3F:飲食物を提供する軽食堂）を運営する。 

 

○3F: 飲食物を提供する軽食堂「てるは森の驛」   ○2F： 木育広場として活用 

   

  
                           

 

 

 

 

 

 

食堂のようす                      木育広場 

○1F：森の紹介ビデオコーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

               ビデオコーナー                   
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事業名 綾町森林づくりビジョン策定（新規） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－２－② 連携先 

九州森林管理局 
宮崎県 

 

事業概要 

（目的）  平成 30 年 4 月に策定する綾森林整備計画策定と関連づけて策定を行う。 

 
 綾ユネスコエコパークにふさわしい綾森林整備計画策定を目的として綾町森林・林業関係検

討会が開催されたが、整備計画を考えるには「綾町の考える森づくりに対するビジョンがある

べきである」とのことから、平成29年度に「森づくりビジョン」の策定検討を行った。結果的

にはユネスコエコパーク推進室が原案を策定し、検討会で意見交換をし、町長・副町長のチェ

ックを受けながら「案」のレベルまで策定した。しかし、農林振興課からの起案までには至ら

なかった。 
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事業名 

 

綾町森林・林業関係検討会の開催 

（継続） 

実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－３－② 連携先 

綾町 

宮崎県 

 

事業概要 

（目的） 

 綾町の森林・林業に関わる関係機関（綾町、宮崎中央森林組合、中部農林振興

局、宮崎森林管理署）により、綾町の森林・林業が綾 BR の推進にふさわしいも

のとなるよう具体の解決に向けた検討を実施。 

 

 

綾町森林・林業関係検討会 

  
１ 実施概要 

綾町の森林・林業の現状、問題、課題等についての意見交換等を行い、この結果を踏まえ、新た

な綾町森林整備計画の具体的実行に向けて、課題の現計画の見直しについて検討。 

 

２ 実施内容 

4月27日 次期綾町森林整備計画の「伐採、造林、保育その他森林の整備に関する基本的

な事項」の見直し及び森林GISによるゾーニング図の作成について検討 (作業部会) 

6月6日 同計画の「伐採、造林、保育その他森林の整備に関する基本的な事項」の改定

案及びゾーニング（市街地快適環境形成維持増進森林）の具体の設定について

検討 
(作業部会) 

7月11日 森林所有者へのゾーニング（案）の説明資料（森林GISによるゾーニング図）

について検討 (作業部会) 

7月20日 森林所有者へのゾーニング（案）の説明資料（森林GISによるゾーニング図）

について検討（前回修正の再確認） (作業部会) 

9月4日 親会、綾町長説明会に向けた、同計画のゾーニング図（案）等の説明資料の確

認及びゾーニング（案）の広報誌等による周知方法の検討 (作業部会) 

9月14日 同計画の①森林のゾーニング（案）､②「伐採、造林、保育その他森林の整備

に関する基本的な事項」の改定案について、町長に説明、報告 （親会） 

11月29日 同計画の「森林整備に関する事項」及び「森林病害虫の駆除及び予防、火災の

予防その他の森林の保護に関する事項」についての検討 (作業部会) 

1月16日 同計画の「森林整備に関する事項」及び「森林病害虫の駆除及び予防、火災の

予防その他の森林の保護に関する事項」の細部の見直しについての検討 (作業部会) 

1月31日 同計画の「森林整備に関する事項」及び「森林病害虫の駆除及び予防、火災の

予防その他の森林の保護に関する事項」について説明、さらに樹立に係る手続

き、スケジュールについて説明し了承 
（親会） 
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事業名 ユネスコエコパークとの連携（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－３－② 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） 

 綾ユネスコエコパークと連携することで、綾プロの認知度を高め、活動を活

性化する。 

■綾ユネスコエコパーク（BR）推進の根幹となる協議会等の運営 

 平成29年7月 3日（月）・3月26日（月） 地域づくり部会 

    〃   8月30日（水） 専門委員会 

 平成30年3月14日（水） 生物多様性保全部会 

    〃   3月22日（木） 調査教育部会 

    〃  3月28日（水） 運営会議 

 各種協議会等を上記のとおり開催した。綾ユネスコエコパークセンター（平成30年4月1日供 

 用開始）についての説明や、各部会の活動報告、次年度の事業計画等について協議した。 

  

 

 

            
 

 

 

 

＜綾BR専門委員会＞ 

■綾ユネスコエコパークエリア拡張に向けた調査の実施および検討協議の推進 

 平成28年度に実施した境谷の生物相調査の結果を元に、九州森林管理局と調整しながら検討 

 を進めた。 

■綾ユネスコエコパークエリア内における生物多様性に関わる基礎調査 

 7月～8月に地下生菌・希少動植物の分布調査を実施した。 

■綾ユネスコエコパークに関するアンケート調査協働研究事業 

 小学校6年生、中学校3年生とその保護者を対象に、ユネスコエコパークや綾プロに関する取 

 り組みへの認知度等について、宮崎大学と協働でアンケート調査を実施した。 

■綾ユネスコ エコパーク年間活動   平成29年度活動実績  217日、221件  

 6月に祖母・傾・大崩ユネスコエコパークが新たに登録決定したこともあり、視察・外部対 

 応や取材対応が前年度より増加した。（ ）内は綾プロ関連の件数。 

 1. 視察・外部対応                70件（56件） 

 2. 主催イベント・講座等の開催  24件（21件） 

 3. 他者主催講座等への参加        13件（7件） 

 4. 取材対応            13件（10件） 

 5. 調査・作業          16件（13件） 

 6. 会議・下見・打合せ等          85件（60件） 
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事業名 

綾ユネスコエコパーク専門委員会、地域連携

協議会への出席。綾町ユネスコエコパーク運

営会議における実施計画策定支援 

（継続） 

実施主体 NACS-J、綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－３－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 
地域連携協議会、専門委員会へ出席し、国内外の情報を活用してよい方向に 

進むようアドバイスを行う。 

綾プロエリア内の 10年間の復元状況 

平成17～26年度に実施した復元エリアの林分を対象に、残地林の林縁から最低1m離れた場所から

総面積100m2の調査プロットを設定した。調査に際してはシカによる影響を配慮し、樹高3m以上と3m

未満で分けて樹種と個体数を記録した。常緑広葉樹と落葉広葉樹を区別することで遷移段階を把握

した。個体数が多い場合には概数を記録した。調査は平成29年2月23日～6月8日の間に各担当者が国

有林10箇所、県有林2箇所、町有林1箇所を調査した。 

 
表１ 各調査プロットにおけるシカの食害の影響 

H17 H18 H18 H19 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

12 11 11 10 10 9 8 7 6 5 4 3 2

大口町有
林　59ア4

2143わ
28－オ－

2
2052わ

26－オ－
2－1

2052と 2053は 2050い3 2049わ1 2048に1 2048る1 2098ち 2048ほ

少ない 少ない 少ない 少ない 少ない 少ない 少ない 少ない 多い 多い 少ない 多い 多い

少ない なし 少ない 少ない 少ない 少ない なし なし なし なし なし 多い 多い

なし なし 少ない 多い 少ない なし 少ない なし なし なし なし 多い 多い

弱い 弱い 弱い 弱い 弱い 弱い 弱い 弱い 弱い 強い 弱い 強い 強い

間伐等
実施年度

固定プロット
（林小班）

シカの
食害の
影響

食痕

糞

角研ぎ

総合頻度

伐採後経過年

 
 

綾町内に設置された気象測器のデータ取得状況 

大森岳南東稜及びその支尾根に標高別に気象観測器を設置して定点観測を行い継続的な気温や湿

度の変化を把握している。2009 年からは掃部岳周辺の式部岳に至る登山道沿いに同様に気象観測器

を設置し、観測を継続している。1100m 以上にはブナ林が成立しており、南限とされていることから

気候変動の影響を知る上で貴重なデータとなりうると考えられる。本報告では現在までのデータ取

得状況を整理し、標高別の気象データの年間パターンの解析を行った。 

 
表２ 標高別の 1年間の湿度階級（10％）ごとの年間の日数割合（大森岳（2010年左、式部岳 2013～2014年右） 

階級 200m 450m 600m 800m 1100m
10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
20 0.00 0.00 0.00 0.05 0.05
30 0.30 0.15 0.13 0.16 0.26
40 1.11 0.87 0.83 0.38 0.56
50 1.70 2.05 1.43 1.42 0.81
60 3.78 4.03 2.69 2.44 1.58
70 8.65 10.59 6.43 4.41 2.59
80 14.08 17.53 14.87 8.77 4.61
90 25.50 24.00 20.35 19.29 9.74

100 44.89 40.78 53.26 63.09 79.81
＊200mは2017年

割合（%）

  
 

階級 700m 850m 1100m 1200m
10 0.00 0.00 0.13 0.16
20 0.00 0.00 0.59 0.83
30 0.09 0.16 1.24 1.32
40 0.91 0.73 1.94 1.88
50 2.66 1.67 2.68 2.75
60 5.49 4.01 3.62 3.63
70 9.92 7.34 5.87 5.59
80 18.30 13.79 11.47 10.01
90 27.55 23.09 19.55 17.69

100 35.08 49.21 52.90 56.12

割合
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事業名 
綾生物多様性地域戦略 

実践支援事業（継続） 
実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
８－１－④ 連携先 NACS-J 

事業概要 

（目的） 

綾生物多様性地域戦略の内容を実際に実施していくための綾町内での活動を

委託する。 

 

■綾プロエリア内林床植生調査 

日本自然保護協会、林床調査ボランティア（てるはの森の会）と連携し、綾プロエリア内で実施してい

る林床植生の調査を継続して実施。過去の調査結果との比較から林床植生の組成の違いを明らか

にした。 

 ○国有林 2050 わ 1 林小班            ○国有林 2045 に林小班 

・日 時 平成 29 年 11 月 11 日         ・日 時 平成 30 年 2 月 15 日 

・参加者 4 名（専門家のみ）               ・参加者 5 名 

 

 

 

 

 

             
 

 

 

 

 

■生物多様性地域戦略実施支援 

平成 26年度に策定した生物多様性地域戦略の内容を実践するにあたり、日本自然保護協会から助

言を受け、綾ユネスコエコパーク管理運営計画との整合性をはかる上で留意すべき点等についてと

りまとめた。 

 

■情報収集 

 国内外のユネスコエコパークや自然環境保全管理計画に関する情報を収集した。 



第 Ⅲ期 短 期 行 動 計 画 （平 成 2 5 年 ～2 9 年 度 ） 評価表 
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第Ⅲ期短期行動計画 評  価 

項目 

評価

ラン

ク 

評価ランク 実施項目 主担当 評価ランク 
今後の課題 

改善提案 

1 

  

協働 

の体

制づ

く 

り 

  

綾の

照葉

樹林

プロ

ジェ

クト

の推

進の

ため

の基

盤整

備 

１ 協定書を見直し

第Ⅳ期行動計画を作

成する 

① 協定書を延長するとともに必要に応

じて内容の見直しを検討 
全 

B 

安定した財政基盤

のもと事務局を運営

することが望まし

い。事務局体制の再

検討を議題にあげる 

２ 森林計画の策定

し、照葉樹林の復元、

地域づくりを推進する 

② 本プロジェクトを規定する森林計画

を策定（ＢＲの審査基準を含む） 
全 

３ 事務局体制を確

立し、安定的な事務

局業務の運営を行う 

① 安定的な財政基盤を確立 全 

② ２名以上の専従の雇用し、事務局業務

運営を行う 
全 

③ 事務局運営のための事務所の整備 全 

2 

  

照葉 

樹林 

の保 

護 

保護

林の

計画

的・順

応的

保全

管理

を実

施 

１ 保護林の保全管

理計画を策定する 

① 綾森林生態系保護地域の保全管理計

画策定 
国・ＮＪ 

B 

エリア拡大を伴っ

た新たな保護林制度

のもとで保護林の保

全管理計画を策定す

る 

実施されなかった

事業の経緯を再検討

し、必要な保全管理

を実施施項目に挙げ

る 

② てるは郷土の森の保全管理計画策定 国・町 

③ 県植物群落参考林の保全管理計画策定 県 

④ 綾川上流緑の回廊モニタリング調査 国 

２ 保全管理計画に

基づき適切な保全管

理を行う 

① 巡視体制の構築 全 

② 管理施設（案内板・標識等）の整備 全 

③ モニタリング調査 全 

３ 綾プロエリア全

域の保全管理計画の

策定 

① 横断的な保全管理計画の策定 国 ・

県・町 

3 

照 葉

樹 林

の 復

元 

照葉

樹林

への

効果

的・効

率的

な復

元を

推進 

１ 効果的・効率的

復元手法を確立する 

① 復元の基本方針（構想）を策定する 国・ＮＪ 

B 

復元に向けた効果の

検証や対策、計画的な

実施など、実験も含め

て具体的に進めていく

必要がある。 

シカ対策をいずれか

の項目に入れる 

② 復元の手法の確立（復元手法マニュア

ルの作成） 
国・ＮＪ 

２ 計画的な施業を

実施する 

① 計画的な間伐の実施 

（国有林、県有林、町有林） 

国・

県・町 

② 持続的な林業経営を行うエリアにお

ける施業の実施 
国 

③ 復元見本林の設置 国・ＮＪ 

④鳥獣捕獲の実施 国 

３ 市民のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

の参加を推進する 
① 市民参加型の復元作業の実施 国・ＮＪ 

4 

照葉

樹林

の調

査研

究 

照葉

樹林

を適

切に

復元

する

ため

の調

査研

究を

推進

し、復

元に

反映 

１ 効果的・効率的

復元手法を確立する 

 

① 調査研究ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟの設置、運営 国・NJ 

B 

調査研究ワーキン

グの設置に向けてう

ごくのか、代替案が

あるのか検討が必要 

調査研究のための

基本方針を策定する 

行われた調査をデ

ータベース化し効果

の評価、復元手法へ

のフィードバックす

るための体制確立が

必要 

② 基本方針に基づき調査・研究体制の整

備 
全 

③ 他のワーキンググループ、調査研究機

関との連携 
全 

２ 調査・研究のた

めの基本方針（構想）

を策定し、計画的に

調査を実施する 

① 調査・研究の基本方針（構想）を策定 全 

② 基本方針に基づき毎年度計画的な調

査の実施 
全 

③ 復元に必要なデータの収集と解析 国・NJ 

３ 復元効果を評価

する調査研究を推進

する 

① 間伐後の復元状況を評価調査実施（国

有林、県有林、町有林） 
国・NJ 

② データの収集、解析、復元方法へのフ

ィードバック方法の確立 
国・NJ 

４ 人工林等からの

照葉樹林への復元手

法等を検討する 

① 間伐木の処理方法等についての検討 

国・

Ｔ・Ｎ

Ｊ 

５ 調査・研究成果

の共有化及びデータ

ーベースを構築する 

① 調査・研究成果の情報発信 全 

② GIS を活用した林小班ごとの復元に必

要な情報の整備 
国・NJ 

③ 調査・研究成果の共有化・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化 国・NJ 
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第Ⅲ期短期行動計画 評  価 

項目 
第Ⅲ期 

課題 
行動計画 実施項目 主担当 評価ランク 

今後の課題 

改善提案 

5 

照葉

樹林

を通

して

の環

境教

育 

照葉

樹林

の重

要性

を学

ぶ環

境教

育の

実施 

１  環境教育プログ

ラムを策定、実践 

① 環境教育を実施するための行動計

画を策定 
全 

B 

プログラムは個別

に実施されているの

で、今後はそれらを

継続しながら基本方

針に基づいたルート

の整備や活性化が必

要 

大吊り橋遊歩道お

よび自然歩道につい

て新たなルート検討

するか検討が必要 

② 環境教育エリア内の必要な整備計

画を策定 
全 

③ 環境教育プログラムを検討し、試

行的に実施 

国・

町・Ｔ 

④ 環境教育エリア内の環境整備 全 

２ 大吊橋周辺、川中

自然公園の活用方法を

検討、整備を行うとと

もに環境教育を実践す

る 

① 大吊り橋周辺、川中自然公園の環

境教育に関する活用方法の検討 
Ｔ 

② 必要なルート整備を実施 県・町 

③ 崩壊した九州自然歩道について新

たなルートを検討し、今後の活用方法

について提案 

県 

6 

プロ

ジェ

クト

の情

報発

信 

情報

発信

及び

支援

の輪

の拡

大活

動 

１ 市民や民間企業参

画のためのシステムや

メニューづくりを行

い、プロジェクトを推

進する 

① 綾プロの支援メニューづくり・企業

の支援メニューづくりを検討し、実践 
Ｔ 

A 

市民林床調査は支

援の輪を広げるより

調査研究に市民の参

加を推進する意味合

いが強いので、項目

３に入れる 

保護林エリア変更

に伴い綾プロパンフ

レットの改定や簡易

版が必要 

今後、報告書を配

布するか検討。 

② サポーターの募集を行い、会員を

増やす 
全 

③ 市民参加型の林床調査を実施する

（国有林、県有林、町有林） 
全 

２ 広く一般にプロジ

ェクトの内容を知って

もらい、会員の拡大を

図る 

① ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ､ﾘｰﾌﾚｯﾄの作成及び配布 全 

② ﾆｭｰｽﾚﾀｰ、報告書の作成及び配布 全 

③ HP の作成及び更新 全 

④ ファーラム・シンポジウムを実施 町・Ｔ 

⑤ 事業説明会の実施 全 

３ ガイドボランティ

アを養成し、市民の理

解を深め、てるはの森

の会の会員増加を図る 

① ガイドボランティア事業の実施・

養成 
Ｔ 

② ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱがｶﾞｲﾄﾞを通して市民に綾ﾌﾟﾛを

理解してもらうためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作り 
Ｔ 

４ 森林セラピー基地

としての綾町の取り組

みを通して、会員増加

を図る 

① 森の案内人を通した照葉樹林の新

たな活用方法を検討し森林ｾﾗﾋﾟｰﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑを作成 

町 

 
② ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの連携体制についての検討 町・Ｔ 

7 

照葉

樹林

と共

生し

た地

域づ

くり 

自然

と共

生し

た地

域づ

くり 

１ 市民との協働で実

施する運営体制を構築

し、市民が積極的に綾

プロに参画できるよう

にする 

① 地域づくりワーキングの設置及び

運営 
町・Ｔ 

A 

地域づくりWGの活

動を綾プロとどうつ

なげるか検討必要 

ふれあい調査の発展

事業を検討する 

市民協議会・ワー

キング設置の必要性

を再検討 

② てるはの森の驛の活用方法を検討

し、それに応じて必要な整備 
町・Ｔ 

③ ふれあい調査の実施 
NJ ・

T・町 

２ 綾町の他の事業と

の連携のあり方を検討

し、実行計画を策定する 

①活用方法を検討する市民協議会・ワ

ーキングの設置 
町・Ｔ 

②照葉樹林都市・綾の森林ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定 町 

３ 綾ユネスコエコ

パークとの連携による

綾プロを推進する 

① ユネスコエコパークの推進 全 

② ユネスコエコパークとの連携 全 

８ 

生物

多様

性の

保全

管理 

生物

多様

性の

保全

管理 

１生物多様性保全のた

めの戦略等を策定する 

① 綾町の里山周辺の植生調査 NJ 

A 

綾プロエリアの生

物多様性の保全管理

をどうするか検討が

必要 

② 生物多様性地域戦略策定～ワーキ

ングの設置及び運営 

NJ・

町・T 

③ 生物多様性地域戦略の策定 全 

④ 生物多様性地域戦略の実施 全 

※評価方法の詳細については、7頁を参照 

A：十分な成果が得られた 

B：ある程度の成果が得られた 

C：十分な成果を得られなかった 
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平成 29 年度 綾の照葉樹林プロジェクト  社会的活動まとめ 

 

①綾の森に関する視察・研修・観光・学習・森づくり等対応数 

 

A：綾プロを主な目的として対応したもの 

   国 別    (件数) 

日本 アジア 中近東 ｵｾｱﾆｱ 欧州 ｱﾌﾘｶ 北米 中南米 

3 0 0 0 0 0 0 0 

 

B：綾ユネスコエコパークの一部として対応したもの 

   国 別    (件数) 

日本 アジア 中近東 ｵｾｱﾆｱ 欧州 ｱﾌﾘｶ 北米 中南米 

11 3 0 0 0 0 0 2 

 

②新聞・メディアでの露出数（ｷｰﾜｰﾄﾞ「綾プロ」、「BR」、「照葉樹林の保護復元」） 

  媒   体  (件数) 

新聞 雑誌/書籍 テレビ ラジオ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

7 1 3 0 1 

※新聞は綾プロ報告書掲載分をカウント 

 

③論文、寄稿、講演、表彰の数  

  媒  体   (件数) 

論文（※1） 論文（※2） 論文（※3） 寄稿（※4） 講演 表彰 

2 0 0 0 5 0 

※論文・寄稿は綾プロ報告書掲載分をカウント 

（※1）綾プロ関係者が発行者または著作者であるもの（調査報告書、事業報告、冊子含む）   

（※2）綾プロ関係者以外が研究対象として綾プロの活動を取り上げ発行・著作したもの 

（※3）綾プロ関係者以外が研究対象として綾プロフィールドを取り上げ発行・著作したもの 

（※4）綾プロ関係者が他機関が発行・編集するものに依頼を受けて綾プロに関連することを執筆したもの 

 

④各者の年間支出（てるは人件費・事業費合計、その他事業費のみ）    

    （単位 千円）四捨五入 

九州森林管理局 宮崎県 綾町 日本自然保護協会 てるはの森の会 

8,037 1,253 3,417 800 5,934 
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１．【旅のひとこと】 

 

 

 

 

２．【周遊観光ルート模索】 

 

 宮崎日日新聞 2017 年 10 月 12 日 

宮崎日日新聞 2017 年 6 月 5 日 
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３．【照葉樹林 地域の核】 

 
 

 

 

 

宮崎日日新聞 2017 年 12 月 1 日 
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４．【綾照葉樹林の取り組み紹介】 

 

 
 

 

 

 

５．【綾でウォーキングイベント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎日日新聞 2017 年 12 月 8 日 

宮崎日日新聞 2018 年 2 月 18 日 
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６．【綾エコパークセンター4月開業】 

 
 

 

 

 

 

 

宮崎日日新聞 2018 年 1 月 20 日 
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７．【東大生、綾ＰＲ策提言】 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎日日新聞 2016 年 8 月 12 日 
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お問い合わせ先： 
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ホームページ: http://teruhanomori.com 


	1.2017報告書表紙
	2.目次
	3.短期行動計画(Ｈ29報告用)
	4.事業報告
	1-1-1　10年の評価（局）
	1-1-1第Ⅳ期短期行動計画(て)
	1-3-3事務局運営(て)
	2-2-3ナラ枯れ予防対策（町）
	2-3-1-1保全管理計画（局）
	2-3-1-2　保全管理計画(県)
	3-2-1-1復元（局）
	3-2-1-2.5-2-2（県）
	3-2-1-3復元事業（町）
	3-2-2持続的林業（局）
	3-2-3復元見本林候補地の検討(て)
	3-2-4有害鳥獣（局）
	3-3-1ボラ間伐（局）
	4-2-3森林生態系拡充（局）
	5-1-1環境教育基本計画（局）
	5-1-3照葉樹林に親しむイベント(て)
	5-2-1ヤマビル調査事業(て)
	5-2-2遊歩道整備(て)
	6-1-2会員情報(て)
	6-2-3ホームページ（局）
	6-2-3普及啓発事業(て)
	6-2-5事業説明会（局）
	6-3-1環境学習事業(て)
	6-4-1森林セラピー基地（町）
	7-1-1町地域づくりワーキング(て)
	7-1-2森の驛運営(て)
	7-2-2森林づくりビジョン（町）
	7-3-2-1綾町森林林業検討（局）
	7-3-2-2エコパークとの連携（町）
	8-1-4生物多様性（町）
	
	綾プロエリア内の10年間の復元状況


	5.短期行動計画評価(Ｈ29報告用)
	6.(概要)H29年 5者 社会的活動まとめ
	7.平成29年度　参考文献(書籍関連)
	8.平成29年度綾プロ関連新聞記事
	9.報告書裏表紙



